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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体が収容されるボトル本体と、該ボトル本体に設けられ前記液体が吐出される口部と
、該口部に設けられ、前記口部を閉塞するとともに、開栓機構が前記口部の内側に挿入さ
れて当たることによって前記口部を開放する栓部とを備えた液体ボトルを複数本有し、該
各液体ボトルの前記各口部の中心軸が間隔を空けて並列に配置されて一体的に形成された
液体ボトルセットであって、少なくとも１本の液体ボトルに消毒用の液体または洗浄用の
液体が収容される液体ボトルセットにおいて、
　前記各液体ボトルに対してそれぞれ設けられた前記開栓機構が前記各液体ボトルの前記
各栓部に当たって開栓されるタイミングが、前記液体ボトル毎に異なるタイミングとなる
ように構成されていることを特徴とする液体ボトルセット。
【請求項２】
　前記各液体ボトルの前記各栓部が、前記各口部の中心軸方向について互いに異なる位置
に設けられていることを特徴とする請求項１記載の液体ボトルセット。
【請求項３】
　前記各液体ボトルのボトル本体の長さが互いに異なる長さであることを特徴とする請求
項２記載の液体ボトルセット。
【請求項４】
　前記各液体ボトルの形状が同一の形状であって、前記各液体ボトルが前記中心軸方向に
ついて互いに異なる位置に配置されて一体形成されていることを特徴とする請求項２記載
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の液体ボトルセット。
【請求項５】
　前記各液体ボトルの前記ボトル本体および前記口部の形状が同一の形状であって、前記
各液体ボトルが前記中心軸方向について同一位置に配置されて一体形成されているととも
に、
　前記各液体ボトルの前記各栓部が、前記各液体ボトルの各口部に対して、前記中心軸方
向について互いに異なる位置に設けられていることを特徴とする請求項２記載の液体ボト
ルセット。
【請求項６】
　液体が収容されるボトル本体と、該ボトル本体に設けられ前記液体が吐出される口部と
、該口部に設けられ、前記口部を閉塞するとともに、開栓機構が前記口部の内側に挿入さ
れて当たることによって前記口部を開放する栓部とを備えた液体ボトルを複数本有し、該
各液体ボトルの前記各口部の中心軸が間隔を空けて並列に配置されて一体的に形成された
液体ボトルセットであって、少なくとも１本の液体ボトルに消毒用の液体または洗浄用の
液体が収容される液体ボトルセットが着脱可能に装填され、前記液体ボトル毎の前記開栓
機構が設けられた装填部と、該装填部に装填された前記液体ボトルセットの各液体ボトル
から吐出された前記液体が貯留される液体槽とを備えた洗浄装置であって、
　前記開栓機構が、前記液体ボトルセットの各液体ボトルに対してそれぞれ設けられてお
り、
　該各液体ボトルに対してそれぞれ設けられた開栓機構が前記各液体ボトルの前記各栓部
に当たって開栓されるタイミングが、前記液体ボトル毎に異なるタイミングとなるように
構成されていることを特徴とする洗浄装置。
【請求項７】
　前記各液体ボトルに対してそれぞれ設けられた開栓機構の先端が、前記各液体ボトルの
口部への挿入方向について互いに異なる位置に配置されていることを特徴とする請求項６
記載の洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消毒用または洗浄用の液体が収容される液体ボトルが複数本一体的に形成さ
れた液体ボトルセットおよび液体ボトルセットが装填される洗浄装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、内視鏡を利用した医療診断が広く行なわれている。診断に
用いる内視鏡としては、現在では内視鏡の挿入先端部にＣＣＤ等の撮像素子を内蔵して体
腔内の画像を撮影し、コンピューターで処理を行った後にモニターに表示するものが一般
的である。
【０００３】
　そして、被験者の体腔内に挿入された内視鏡はそのつど洗浄、消毒する必要があるが、
この洗浄、消毒を行なう装置としては、たとえば特許文献１に記載のように、洗浄槽内に
内視鏡を設置し、その洗浄槽に洗浄剤または消毒剤を供給することによって洗浄、消毒を
行うものが提案されている。
【０００４】
　ここで、上記のような内視鏡洗浄装置において使用される洗浄剤や消毒剤としては、た
とえば、２種類の洗浄剤や消毒剤を混合したものや、または濃縮された洗浄剤や消毒剤を
希釈水によって希釈したものなどがある。
【０００５】
　そして、上記のような洗浄剤や消毒剤を使用する場合における調合の手間を省くため、
２種類の消毒剤などをそれぞれ収容した液体ボトルを一体的に形成し、この液体ボトルセ
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ットを内視鏡洗浄装置に装填することによって、内視鏡洗浄装置内で調合を行う方法が提
案されている（たとえば特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平５－９５９０１号公報
【特許文献２】特開２０００－２８８０６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に記載の構成では、液体ボトルセットを内視鏡洗浄装置の注
入口に装填して液体ボトルセットの口部に設けられた薄膜部を破断する際、２本の液体ボ
トルの薄膜部が同時に破断されるので、液体ボトルセットにかかる負荷が大きくなり、液
体ボトルセットを使用者が装填するのに大きな力が必要となる。
【０００８】
　本発明は上記の問題に鑑みてなされたものであり、より小さい力で装填することができ
る液体ボトルセットおよび液体ボトルセットが装填される洗浄装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の液体ボトルセットは、消毒用または洗浄用の液体が収容されるボトル本体と、
ボトル本体に設けられ液体が吐出される口部と、口部に設けられ、口部を閉塞するととも
に、開栓機構が口部の内側に挿入されて当たることによって口部を開放する栓部とを備え
た液体ボトルが複数本一体的に形成された液体ボトルセットであって、少なくとも１本の
液体ボトルに消毒用の液体または洗浄用の液体が収容される液体ボトルセットにおいて、
開栓機構が栓部に当たって開栓されるタイミングが、複数の液体ボトル毎に異なるタイミ
ングとなるように構成されていることを特徴とする。
【００１０】
　また、上記本発明の液体ボトルセットにおいては、各液体ボトルの口部を、中心軸方向
が同一方向となるように設け、各液体ボトルの栓部を、口部の中心軸方向について互いに
異なる位置に設けることができる。
【００１１】
　また、各液体ボトルのボトル本体の長さを互いに異なる長さとすることができる。
【００１２】
　また、各液体ボトルの形状を同一の形状とし、各液体ボトルを上記中心軸方向について
互いに異なる位置に配置して一体形成することができる。
【００１３】
　また、各液体ボトルのボトル本体および口部の形状を同一の形状とし、各液体ボトルを
上記中心軸方向について同一位置に配置して一体形成するとともに、各液体ボトルの栓部
を、各液体ボトルの口部に対して、上記中心軸方向について互いに異なる位置に設けるこ
とができる。
【００１４】
　本発明の洗浄装置は、消毒用または洗浄用の液体が収容されるボトル本体と、ボトル本
体に設けられ液体が吐出される口部と、口部に設けられ、口部を閉塞するとともに、開栓
機構が口部の内側に挿入されて当たることによって口部を開放する栓部とを備えた液体ボ
トルが複数本一体的に形成された液体ボトルセットであって、少なくとも１本の液体ボト
ルに消毒用の液体または洗浄用の液体が収容される液体ボトルセットが着脱可能に装填さ
れ、液体ボトル毎の開栓機構が設けられた装填部と、装填部に装填された液体ボトルセッ
トの各液体ボトルから吐出された液体が貯留される液体槽とを備えた洗浄装置であって、
各液体ボトル毎の開栓機構が栓部に当たって開栓されるタイミングが、複数の液体ボトル
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毎に異なるタイミングとなるように構成されていることを特徴とする。
【００１５】
　また、上記本発明の洗浄装置においては、各液体ボトル毎の開栓機構の先端を、口部へ
の挿入方向について互いに異なる位置に配置することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の液体ボトルセットおよび洗浄装置によれば、洗浄装置の開栓機構が液体ボトル
セットの栓部に当たって開栓されるタイミングを、複数の液体ボトル毎に異なるタイミン
グとなるように構成するようにしたので、液体ボトルセットを洗浄装置に装填する際に液
体ボトルセットにかかる負荷を分散させることができ、より小さい力で装填することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の洗浄装置の一実施形態を用いた内視鏡洗浄装置の外観を示す斜視図
【図２】図１に示す内視鏡洗浄装置の２－２線断面図
【図３】消毒液ボトルセットと開栓機構の一実施形態を示す図
【図４】消毒液ボトルセットと開栓機構のその他の実施形態を示す図
【図５】消毒液ボトルセットと開栓機構のその他の実施形態を示す図
【図６】消毒液ボトルセットと開栓機構のその他の実施形態を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の液体ボトルセットおよび洗浄装置の一実施形態を用いた
消毒液ボトルセットおよび内視鏡洗浄装置について詳細に説明する。図１は、本発明の実
施形態を用いた内視鏡洗浄装置の概略構成を示す斜視図である。
【００１９】
　本実施形態の内視鏡洗浄装置１は、図１に示すように、箱型に形成された装置本体１０
と上蓋１１とを備えている。装置本体１０の上部前面には、複数のボタンを有する操作パ
ネル１３が設けられている。この操作パネル１３は、内視鏡洗浄装置１を制御するコマン
ドを入力するためのスイッチである。また、装置本体１０の下部前面には、上蓋１１を開
閉するためのフットペダル１２が設けられており、フットペダル１２が踏動されるに従っ
て、上蓋１１が電動で開閉するように構成されている。
【００２０】
　図２は、図１に示す内視鏡洗浄装置１の２－２線断面図を示すものである。なお、本実
施形態は、消毒液ボトルセットおよびその消毒液ボトルセットの装填部に特徴を有するも
のであるので、図２は、消毒液ボトルセット、消毒液ボトルセットの装填部およびその他
内視鏡の消毒を行うために必要な構成を抽出して示したものであり、その他の構成につい
ては図示省略してある。
【００２１】
　図２に示すように、装置本体１０の上部には、内視鏡が収納されるとともに、消毒液が
貯留される洗浄槽１５が形成されている。そして、さらに洗浄槽１５に消毒液を供給する
消毒液ノズル１６が設けられている。
【００２２】
　また、装置本体１０の中段部には、消毒液ボトルセット２０が装填される装填部１７が
設けられている。装填部１７は、図２に示すように、消毒液ボトルセット２０が装填され
て設置される装填室１７ａを備えており、装填室１７ａは、装填された消毒液ボトルセッ
ト２０の口部が斜め下方向を向くように傾斜面１７ｂを有している。
【００２３】
　また、装填室１７ａの装填口とは反対側の端面には、消毒液ボトルセット２０を開栓す
るための開栓機構１８が設けられている。開栓機構１８は、具体的には、消毒液ボトルセ
ット２０の各消毒液ボトル２０ａ、２０ｂのそれぞれの口部に挿入される開栓管１８ａと
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開栓管１８ｂとから構成される。そして、各開栓管１８ａ，１８ｂの先端には、消毒液ボ
トル２０ａ，２０ｂの栓部を押し切るための刃が形成されている。
【００２４】
　また、装填室１７ａの装填口には、回転軸Ｂを中心軸として、図２の矢印Ａ方向に回動
可能な蓋部１７ｃが設けられている。蓋部１７ｃは、装填室１７ａの装填口を閉塞するも
のであるとともに、その閉塞の際、装填室１７ａに装填された消毒液ボトルセット２０に
当接して消毒液ボトルセット２０を開栓機構１８側に押し下げる機能を果たすものでもあ
る。
【００２５】
　ここで、本実施形態の消毒液ボトルセット２０と開栓機構１８の構成について、より詳
細に説明する。
【００２６】
　本実施形態の消毒液ボトルセット２０は、図３に示すように、第１の消毒液が収容され
る第１の消毒液ボトル２０ａと第２の消毒液が収容される第２の消毒液ボトル２０ｂとが
一体的に形成されている。第１の消毒液ボトル２０ａと第２の消毒液ボトル２０ｂとを一
体的に形成する方法としては、たとえば、第１の消毒液ボトル２０ａと第２の消毒液ボト
ル２０ｂとを別々の成型した後に、フィルムなどによって２つのボトルを被覆することに
よって一体的に形成するようにしてもよいし、はじめから２つのボトルを一体成型するよ
うにしてもよい。なお、本実施形態においては、第１の消毒液と第２の消毒液とは異なる
種類の消毒液であるとする。また、一方のボトルに消毒液を収容し、他方のボトルに安定
化剤を収容するようにしてもよい。
【００２７】
　そして、第１の消毒液ボトル２０ａは、第１の消毒液が収容されるボトル本体２１ａと
、ボトル本体２１ａに設けられ第１の消毒液が吐出される口部２２ａと、口部２２ａに設
けられ、口部２２ａを閉塞するとともに、開栓管１８ａが口部２２ａの内側に挿入されて
当たることによって口部２２ａを開放する栓部２３ａとを備えている。
【００２８】
　また、第２の消毒液ボトル２０ｂは、同様に、第２の消毒液が収容されるボトル本体２
１ｂと、ボトル本体２１ｂに設けられ第２の消毒液が吐出される口部２２ｂと、口部２２
ｂに設けられ、口部２２ｂを閉塞するとともに、開栓管１８ｂが口部２２ｂの内側に挿入
されて当たることによって口部２２ｂを開放する栓部２３ｂとを備えている。
【００２９】
　そして、栓部２３ａ，２３ｂは、開栓前は、口部２２ａ，２２ｂの内側に設置され、消
毒液が消毒液ボトルの外に漏れないように口部２２ａ，２２ｂを閉塞するものであるが、
消毒液ボトルが装填部１７に装填されると、口部２２ａ、２２ｂに挿入された開栓管１８
ａ，１８ｂによって押し切られ、ボトル本体２１ａ，２１ｂ内に押し込まれることによっ
て口部２２ａ，２２ｂを開放するものである。栓部２３ａ，２３ｂの具体的な構成として
は、たとえば、口部２２ａ，２２ｂの内側の面と薄肉部で接続されるものであってもよい
し、口部２２ａ，２２ｂの内側の面に密着嵌合するものでもよい。また、栓部２３ａ，２
３ｂの全面を薄肉部で形成し、開栓管１８ａ，１８ｂによって破断されるものとしてもよ
い。
【００３０】
　そして、本実施形態の第１の消毒液ボトル２０ａと第２の消毒液ボトル２０ｂとは、図
３に示すように、第１の消毒液ボトル２０ａのボトル本体２１ａの長さの方が、第２の消
毒液ボトル２０ｂのボトル本体２１ｂよりも長くなるように形成され、各消毒液ボトルの
口部２２ａ，２２ｂが、その中心軸方向（図３の一点鎖線が延びる方向）が同一方向とな
るように設けられている。そして、これにより各消毒液ボトルの栓部２３ａ，２３ｂが、
口部２２ａ，２２ｂの中心軸方向について互いに前後するように設けられている。
【００３１】
　一方、開栓機構１８の開栓管１８ａと開栓管１８ｂは、図３に示すように、それぞれの
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先端が、口部２２ａ，２２ｂへの挿入方向について同じ位置に配置するように装填部１７
に設けられている。
【００３２】
　したがって、上記のように消毒液ボトルセット２０と開栓機構１８とを構成することに
よって、消毒液ボトルセット２０が装填部１７に装填された際、開栓機構１８の開栓管１
８ａと開栓管１８ｂとがそれぞれ栓部２３ａと栓部２３ｂに当たって開栓されるタイミン
グが、消毒液ボトル毎に異なるタイミングとなる。これにより装填部１７の蓋部１７ｃに
かかる負荷を小さくすることができる。
【００３３】
　そして、内視鏡洗浄装置１は、装填部１７に装填された消毒液ボトルセット２０の各消
毒液ボトルから吐出された第１の消毒液と第２の消毒液とが貯留される消毒液タンク３１
を備えている。また、消毒液タンク３１から第１の消毒液と第２の消毒液との混合液を吸
い上げ、消毒液ノズル１６に供給する供給ポンプ３２を備えている。なお、図示省略した
が、消毒液ボトル２０がセットされた際、消毒液タンク３１に希釈液として水道水が自動
的に供給されるように構成されている。
【００３４】
　なお、上記実施形態の消毒液ボトルセット２０においては、第１の消毒液ボトル２０ａ
のボトル本体２１ａの長さの方が、第２の消毒液ボトル２０ｂのボトル本体２１ｂよりも
長くなるように形成するようにしたが、必ずしもこれに限らず、第１の消毒液ボトル４０
ａと第２の消毒液ボトル４０ｂとして同じものを用いるようにしてもよい。すなわち、第
１の消毒液ボトル４０ａのボトル本体４１ａの長さと、第２の消毒液ボトル４０ｂのボト
ル本体４１ｂの長さとを同じにしてもよい。そして、図４に示すように、第１の消毒液ボ
トル４０ａと第２の消毒液ボトル４０ｂとが口部４２ａ，４２ｂの中心軸方向について前
後するように一体形成し、各消毒液ボトルの栓部４３ａ，４３ｂが、口部４２ａ，４２ｂ
の中心軸方向について互いに前後するようにしてもよい。この場合、図４に示すように、
第１の消毒液ボトル４０ａの底面と第２の消毒液ボトル４０ｂの底面の段差に合わせて、
装填部１７の蓋部１７ｃにも段差を設けることが望ましい。
【００３５】
　また、図５に示すように、第１の消毒液ボトル５０ａと第２の消毒液ボトル５０ｂとし
てボトル本体と口部とが同じ形状のものを用いるとともに、各消毒液ボトル５０ａ，５０
ｂをその口部５２ａ，５２ｂの中心軸方向について同一位置に配置して一体形成し、各消
毒液ボトル５１ａ，５１ｂの栓部５３ａ，５３ｂを、各消毒液ボトル５０ａ，５０ｂの口
部５２ａ，５２ｂに対して、その中心軸方向について前後するように設けるようにしても
よい。
【００３６】
　また、図６に示すように、第１の消毒液ボトル６０ａと第２の消毒液ボトル６０ｂとし
て同じものを用いるとともに、各消毒液ボトル６０ａ，６０ｂをその口部６２ａ，６２ｂ
の中心軸方向について同一位置に配置して一体形成し、一方、第１の消毒液ボトル６０ａ
を開栓する開栓管１８ａの先端と第２の消毒液ボトル６０ｂを開栓する開栓管１８ｂとが
、口部６２ａ，６２ｂへの挿入方向について互いに異なる位置に配置されるように開栓機
構１８を設けるようにしてもよい。これにより開栓機構１８の開栓管１８ａと開栓管１８
ｂとがそれぞれ栓部６３ａと栓部６３ｂに当たって開栓されるタイミングを、消毒液ボト
ル毎に異なるタイミングとすることができる。
【００３７】
　なお、上記実施形態は、本発明の液体ボトルセットを消毒液ボトルセットに適用したも
のであるが、第１および第２の消毒液の代わりに第１および第２の洗浄液を収容するよう
にしてもよいし、または消毒液や洗浄液の代わりに希釈水を収容するようにしてもよい。
【００３８】
　また、開栓機構が栓部に当たって開栓されるタイミングが、複数の液体ボトル毎に異な
るタイミングとなるような構成であれば、上記のような構成に限らずその他の構成を採用



(7) JP 5443813 B2 2014.3.19

10

20

30

するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００３９】
１　　 内視鏡洗浄装置
１１　 上蓋
１２　 フットペダル
１３　 操作パネル
１５　 洗浄槽
１６　 消毒液ノズル
１７　 装填部
１７ｃ 蓋部
１８　 開栓機構
１８ａ 開栓管
１８ｂ 開栓管
２０　 消毒液ボトルセット
２０ａ 第１の消毒液ボトル
２０ｂ 第２の消毒液ボトル
２１ａ，２１ｂ ボトル本体
２２ａ，２２ｂ 口部
２３ａ，２３ｂ 栓部
３１　 消毒液タンク
３２　 供給ポンプ
４０ａ 第１の消毒液ボトル
４０ｂ 第２の消毒液ボトル
４１ａ，４１ｂ ボトル本体
４２ａ，４２ｂ 口部
４３ａ，４３ｂ 栓部
５０ａ 第１の消毒液ボトル
５０ｂ 第２の消毒液ボトル
５２ａ，５２ｂ 口部
５３ａ，５３ｂ 栓部
６０ａ 第１の消毒液ボトル
６０ｂ 第２の消毒液ボトル
６２ａ，６２ｂ 口部
６３ａ，６３ｂ 栓部
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